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海上保安庁の海底地殻変動観測

Seafloor geodetic observation by Japan Coast Guard
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海上保安庁海洋情報部は、東大生産技術研究所と技術協力を行いつつ，GPS音響結合方式による海底地殻変動観測の
技術開発及び海底基準点の展開を行っている。我々の海底基準点は，これまで主に日本海溝及び南海トラフ沿い陸側に
設置しており，測量船による繰り返し観測を行っている。本講演では、最新の結果を含む観測の現状及び計画について
述べる。

1.日本海溝沿いの海底基準点
海上保安庁では 2001年に、海溝軸から陸側約 100kmの水深 1700mの宮城県沖海底に音響基準局 4台から成る海底基

準点「宮城沖 1」(MYGI) を設置し、2002年以降重点的に観測を実施している。さらに 2004年 10月には、海溝軸から
陸側約 150kmの水深約 1100mの宮城県沖海底に新たな海底基準点「宮城沖 2」(MYGW) を設置して重点的に観測を開
始している。また、福島県沖海底には 2001年に海底基準点「福島沖」(FUKU)を設置している。2006年度のキャンペー
ン観測では、MYGI で 3回、MYGW と FUKUで各 2回のデータを取得した。

2.南海トラフ沿いの海底基準点
南海トラフ沿いには、2000年に熊野灘に当庁で初めての海底基準点を設置したのを皮切りに、東海沖 1(TOKE)、東海

沖 2(TOKW)、潮岬沖 1(SIOE)、潮岬沖 2(SIOW)、室戸岬沖 (MURO)に海底基準点を設置している。2006年度のキャン
ペーン観測では TOKE、SIOE、MUROの海底基準点で各 1回のデータを取得した。

3.「相模湾」海底基準点
2002年に伊東市の東沖合い約 10kmの水深 1340mの相模湾海底に海底基準点「相模湾」(SAGA)を設置し、これまで

概ね毎年 1回観測を実施してきた。2006年度のキャンペーン観測では 1回のデータを取得した。これまでの 6回の観測
データから求められた座標値は数 cmの再現性を示しており安定した推移を示している。
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